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町
田
市
民
文
学
館

 
ふ
ろ
し
き
一
枚
分
の
お
店
を
開

き
ま
せ
ん
か
。

3
高
校
生
以
上
の
方
（
専
門
業
者

の
参
加
は
不
可
）

4

１０
月
２５
日
（
日
）
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

5
同
館
１
階
駐
車
場
広
場

2
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加

人
数
を
明
記
し
、
９
月
３０
日
ま
で

（
必
着
）
に
町
田
市
民
文
学
館
 

（
〒
１９４
│
０
０
１
３
、
原
町
田
４

│
１６
│
１７
、
1
７
３
９
・
３
４
２

０
）
へ
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
出

店
決
定
者
に
は
１０
月
１０
日
（
予
 

定
）
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

町
田
市
民
文
学
館

【
「
読
書
へ
の
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
」

紹
介
講
座
】

　
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
本

や
児
童
書
で
実
際
に
ア
ニ
マ
シ
オ

ン
を
行
い
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
へ
の

理
解
・
知
識
を
深
め
る
参
加
型
講

座
で
す
。

4

１０
月
１７
日
、
１１
月
２１
日
、
１２

月
１９
日
、
２
０
１
０
年
１
月
１６

日
、
２
月
２０
日
、
い
ず
れ
も
土
曜

日
、
全
５
回
、
午
後
２
時
〜
４
時

5
同
館

9
読
書
へ
の
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
研

究
会
会
員
・
飯
嶋
久
美
子
氏

8
２０
人
（
抽
選
）

2
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
子
ど
も
の

読
書
に
関
わ
っ
て
い
る
方
は
内
容

を
明
記
し
、
９
月
３０
日
ま
で
（
必

着
）
に
町
田
市
民
文
学
館
（
〒
１９４

│
０
０
１
３
、
原
町
田
４
│
１６
│

１７
、
1
７
３
９
・
３
４
２
０
）
 

へ
。

町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
腰
痛
・
膝
痛
は
な
ぜ
起
き
る
 

？
】

3
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

4

９
月
２９
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
か
ら

5
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

9
日
本
成
人
病
予
防
協
会
・
榊
原

あ
つ
子
氏

8
１
０
０
人
（
抽
選
）

2
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明

記
し
、
９
月
２３
日
ま
で
（
必
着
）

に
、
町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
〒
１９４
│
０
０
２
２
、
森
野
１
│

１
│
１５
、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

内
、
1
７
２
５
・
４
６
１
３
）
 

へ
。

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
１

【
「
歯
つ
ら
つ
健
口
教
室
」
参
加

者
募
集
】

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
口
か
ら
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
る
た
め
に
、

元
気
な
今
か
ら
取
り
組
め
る
お
口

の
健
康
を
一
緒
に
体
験
（
歯
磨
き

実
習
な
ど
）
し
ま
せ
ん
か
。

3
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

4

１０
月
１
日
、
１５
日
、
１１
月
１２

日
、
１９
日
、
２６
日
、
１２
月
１０
日
、

い
ず
れ
も
木
曜
日
、
全
６
回
、
午

後
２
時
〜
４
時

5
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー

9
歯
科
衛
生
士
・
根
本
由
美
子
氏

・
高
荷
か
ほ
る
氏

8
２５
人
（
申
し
込
み
順
）

7
１
回
１
０
０
円

2
電
話
で
第
二
清
風
園
（
1
７
３

６
・
６
９
０
７
）
へ
。

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
６

【
公
開
制
作
・
版
画
の
作
り
方
 

「
一
版
多
色
刷
り
の
銅
版
画
」
】

　
一
枚
の
版
に
複
数
の
色
イ
ン
ク

を
の
せ
て
一
度
に
刷
り
上
げ
る
技

法
を
紹
介
し
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

4

９
月
１９
日
（
土
）
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分
（
開
室
午
後
1

時
、
入
退
室
自
由
）

5
同
館
版
画
工
房

6
版
の
制
作
手
順
や
刷
り
方
、
表

現
に
つ
い
て
（
解
説
、
実
演
）

9
版
画
家
・
木
寺
啓
幸
氏

8
５０
人
（
先
着
順
）

1
国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・

２
８
８
９

【
国
際
版
画
美
術
館
・
鑑
賞
講
座

「
ピ
カ
ソ
が
つ
く
し
野
に
や
っ
て

く
る
!
」
】

　
２０
世
紀
を
代
表
す
る
美
術
家
ピ

カ
ソ
の
版
画
を
は
じ
め
、
欧
米
の

名
作
版
画
を
、
ガ
ラ
ス
越
し
で
は

な
く
、
じ
か
に
見
て
い
た
だ
く
鑑

賞
講
座
で
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

4
９
月
２０
日
（
日
）
午
前
１０
時
３０

分
〜
午
後
０
時
４０
分
（
１０
時
か
ら

受
付
）
、
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

４０
分
（
２
時
か
ら
受
付
）

※
各
回
と
も
、
は
じ
め
に
学
芸
員

に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
す
。
内
容

は
同
じ
で
す
。

5
つ
く
し
野
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
ハ
ン
カ
チ
も
し
く
は
マ
ス
ク
を

お
持
ち
下
さ
い
。

1
国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・

０
８
６
０

【
ゆ
う
ゆ
う
版
画
美
術
館
ま
つ
り

・
ゆ
う
ゆ
う
コ
ン
サ
ー
ト
「
と
き

め
き
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
】

　
ハ
ー
プ
、
オ
カ
リ
ナ
、
フ
ル
ー

ト
に
よ
る
癒
し
と
、
と
き
め
き
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

4
１０
月
１０
日
（
土
）
午
後
６
時
３０

分
開
演

5
同
館

出
演
ハ
ー
プ
＝
中
尾
晴
奈
、
フ
ル

ー
ト
・
オ
カ
リ
ナ
＝
辻
千
佳

曲
目
ヘ
ン
デ
ル
「
私
を
泣
か
せ
て

下
さ
い
」
ほ
か

8
２
０
０
人
（
抽
選
）

2
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
催
し
名
・
希

望
人
数
（
２
人
ま
で
）
・
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

電
話
番
号
・
返
信
用
に
も
あ
て
先

を
明
記
し
、
９
月
２０
日
ま
で
（
必

着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
（
〒
１９４

│
０
０
１
３
、
原
町
田
４
―
２８
―

１
、
1
７
２
６
・
３
０
５
１
、
火

・
金
曜
日
の
午
前
中
）
へ
。

1
国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・

２
８
８
９

お
い
し
く
　
楽
し
く
　
健
康
に
　

3
全
３
回
参
加
で
き
る
市
内
在
住

の
６５
歳
以
上
の
男
性
で
調
理
経
験

が
少
な
い
初
心
者
の
方
（
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は
除
く
）

4
１０
月
１
日
、
８
日
、
１５
日
、
い

ず
れ
も
木
曜
日
、
午
前
１０
時
〜
午

後
１
時

5
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

8
２０
人
（
抽
選
、
結
果
は
郵
送
）

7
１
回
６
０
０
円

2
９
月
１５
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

※
詳
細
は
、
電
話
で
町
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴
川
事
務
所

（
1
７
３
５
・
０
１
５
４
）
へ
。

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
６

文
学
館
ま
つ
り
・
ふ
ろ
し

き
古
本
市
参
加
者
募
集

健

康

講

座

児
童
文
学
講
座

国
際
版
画
美
術
館

「
自
立
し
た
消
費
者
を
目
指
し
て
」

3
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

5
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
①
②
は
９
月
１１
日
か
ら
、
③
は

同
日
正
午
か
ら
電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限

り
有
）
希
望
者
は
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

1
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
７
２
５

・
８
８
０
５

中村寿美子氏

①学習会「健康食品ウソ？ホン
ト？～健康食品を安全に利用す
るポイント」

催し名 講　師 日　時 定員（申し込み順） 備　考
東京都福祉保健局健康
安全部健康安全課職員

9月29日（火）
午前10時～正午 45人

②消費者力検定講座
「消費者力を高めよう!」
内容：契約、悪質商法、生活経済
など

（財）日本消費者協会
10月１日～29日までの
毎週木曜日、全5回と、
検定実施日11月5日
（木）午前10時～正午

30人

受講者は町田市民フ
ォーラムで検定の団
体受験（3500円）が
可能。受験は任意。

③講演会「今から考えよう幸せ
な老後を～知っておきたい介護
と老人ホームについての知識」

介護情報館／有料老人
ホーム・シニア住宅情報
館館長・中村寿美子氏

10月19日（月）
午後1時30分～3時
30分

188人

巡
回
型
介
護
予
防
教
室

　
８
月
の
終
わ
り
に
、
い
つ
も
の

真
光
寺
川
を
遠
く
離
れ
て
、
鶴
見

川
の
河
口
を
見
て
き
ま
し
た
。
鶴

見
川
の
源
流
は
市
内
、
上
小
山
田

町
に
あ
り
ま
す
が
、
河
口
の
ほ
う

は
、
横
浜
市
鶴
見
区
の
「
小
野
 

町
」
に
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
鶴
見
線
「
鶴
見
小
野
駅
」

の
す
ぐ
横
の
鶴
見
川
の
左
岸
（
上

流
側
か
ら
見
て
左
側
の
岸
）
に
起

点
の
道
標
が
あ
り
、
０
・
０
㎞
と

表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
上
流
の
鴨
居
駅
に
向
か
っ
て
走

り
ま
し
た
。
１８
㎞
、
２
時
間
で
よ

う
や
く
鴨
居
駅
に
着
き
ま
し
た
。

　
前
の
週
に
自
宅
の
あ
る
能
ケ
谷

町
か
ら
鴨
居
駅
近
く
ま
で
、
鶴
見

川
沿
い
に
１５
㎞
下
り
、
そ
の
ま
た

前
週
に
能
ケ
谷
町
か
ら
図
師
町
 

（
河
口
か
ら
約
３８
㎞
）
ま
で
走
り

ま
し
た
の
で
、
今
回
と
合
わ
せ
、

都
合
３
回
で
、
鶴
見
区
小
野
町
の

河
口
か
ら
上
小
山
田
町
の
鶴
見
川

源
流
ま
で
の
全
長
４２
・
５
㎞
の
９０

％
を
走
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
鶴
見
川
は
、
昔
か
ら
度
々
氾
濫

し
数
万
件
が
浸
水
す
る
と
い
う
よ

う
な
被
害
も
出
て
い
ま
し
た
。
河

川
改
修
は
、
下
流
か
ら
順
次
進
め

ら
れ
、
現
在
は
前
記
の
図
師
町
の

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
改
修
に
伴
っ
て
架
け
替
え
ら

れ
た
図
師
町
の
橋
の
名
前
を
見
る

と
「
鶴
見
橋
」
で
し
た
。
同
様
の

名
前
は
、
河
口
近
く
か
ら
順
に
、

産
業
道
路
の
「
鶴
見
大
橋
」
、
国

道
１５
号
線
の
「
鶴
見
橋
」
、
国
道

１
号
線
の
「
新
鶴
見
橋
」
と
名
が

つ
い
て
い
ま
す
。

　
鶴
見
川
は
全
長
４２
・
５
㎞
。
 

「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
の
距
離
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
道
幅
も
狭
く
レ
ー

ス
と
し
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
企

画
で
き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
人
数
で
あ
れ
ば
十
分
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
鶴
見
川
本
川
を
走
る
と
き
は
、

自
分
が
マ

ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
に

な
っ
た
気

分
で
、
や

や
重
め
の

足
を
運
ん

で
い
ま
 

す
。
　

カ
ワ
セ
ミ

カ
ワ
セ
ミ

　
　
通
信

　
　
通
信
3535

カ
ワ
セ
ミ

カ
ワ
セ
ミ

　
　
通
信

　
　
通
信
3535

カ
ワ
セ
ミ

　
　
通
信
35

町
田
市
長

　
石
阪
丈
一

新庁舎のはなし③新庁舎のはなし③新庁舎のはなし③
1新庁舎建設課☎７０９・０５９３

　前回までのこのコーナーでは、新庁
舎建設に至る経緯についてお伝えして
きましたが、今回からは、新庁舎の機
能についてお伝えしていきます。

新庁舎の正面玄関付近のイメージ図

防災・災害復興拠点機能
 現庁舎の最大の問題点は、耐震性
能不足により、地震が起きた場合に
不安であるということです。庁舎内
には、市民生活に関わる多くの機能・大切な情報が存在しますが、それ
らを守ることや、防災・災害復興拠点としての役割を果たすことに不安
があります。
　そこで、新庁舎では、耐震性能を通常建物基準の1.5倍の強度とし、災
害対策本部室を始め、災害発生時の情報拠点となるための機器や機能を
整備し、防災・災害復興拠点とします。このことにより、災害に対して、
より迅速に対応できるようになります。
誰にでも使いやすい庁舎
　現庁舎には、障がい者や高齢者、子どものための設備が不足していま
す。また、こうした問題を改善しようにも、狭あい化や老朽化によって
対応が困難な状況です。
　そこで、新庁舎では、誰もが使いやすい「みんなのトイレ」を数多く
配置したり、聴覚障がい者のための音声誘導案内や、乳幼児連れの来庁
者のためのベビールームを設置するなど、あらゆる人が使いやすい庁舎
となります。

次回も引続き新庁舎の機能についてお伝えします。

消
費
者
月
間

消
費
者
月
間
 

（
1010
月
）の
催
し

月
）の
催
し

消
費
者
月
間
 

（
10
月
）の
催
し

男
性
料
理
教
室

！

！

！


